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72 渡 遵ふ み子
取り組んでいる。 川崎医療短期大学（以下当短大とする）の実習施設である｝1|綺医科大学附属
病院（以下当病院とする）には，1981年4月，総合診療部が開設され，当短大第一看護科 （以
下当課程 とする）の学生も ，1982年から実習を開始した。しかし，卒業時の学生が必ずしも P
Cの概念を自己の看護観の中に十分活か しきれているとはいいきれない。 これは， 8年間のカ






しも定かではない。 J.S. Millis も「プライマリ・ケアー一その定義とケアヘのアクセス」の
中で，次のように述べている。「一一二次・三次医療サービスは施行する意志があれば供給さ














回WHO執行理事会で，「 プライマリ・ヘルス ・ケ ア（以下 PHCとする）とは，人々の健康
状態を改善させるに必要なすべての要素を，地域レベルで統合する手段をいい，それは，国の
保健システムに組み込まれていて，予防，健康増進，治療，社会復帰，地域開発活動のすべて

















































































































習を洗い出した（表 2参照）。これらの教育に当たって，常に PCの理念を基盤におき ，意図
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